
一般基金一般基金

福井大学基金は21世紀のグローバル社会において高度専門職業人として活躍できる
人材の育成・輩出・イノベーションの創出並びに地域の知の拠点として、地域社会の
持続的発展のために活用させていただきます。
格別のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●個人からのご寄附
所得控除の適用対象となります。

　 一般基金「①学生修学支援事業」「②学生・若手研究者研究支援事業」にご寄附いただいた場合のみ、 に加え
の適用対象となります。

　 確定申告の際に、いずれか一方の制度をご選択いただけます。

　１．所得税の優遇措置

▶ （所得税法第78条第2項第2号）

寄附された年の所得金額から控除を受けることができます。

所得金額に対して寄附金額が大きい場合、減税効果が大きくなります。

　　　　 寄附金控除額   ＝   寄附金合計   －2,000円

▶ （租税特別措置法施行令第26条の28の2第3項）

所得税額から直接寄附金額の一定割合が控除されます。

多くの場合、所得控除より大きな減税効果が見込まれます。

　　　　 税 額 控 除 額   ＝（  寄附金合計   －2,000円）× 40％

　２．個人住民税（県民税・市町村民税）の寄附金税額控除（地方自治体の条例） 
寄附された翌年の1月1日現在、福井県内にお住まいの方は、寄附された翌年の個人住民税から控除を受けることが
できます。

　　　　 税 額 控 除 額   ＝（  寄附金合計  －2,000円）×（４％【県民税】+６％【市町村民税】）

　３．相続税の優遇措置 （租税特別措置法第70条第１項） 
遺贈によるご寄附の場合、被相続者様の相続税からその金額が非課税となります。

●法人からのご寄附　（法人税法第37条第3項第2号）　　全額損金算入が可能です。

※控除の対象となる寄附金額は、総所得金額等の40％が上限です。

※控除の対象となる寄附金額は、総所得金額等の40％が
　上限となり、税額控除額は、所得税額の25％が上限となります。

※控除の対象となる寄附金額は、総所得金額等の30％が上限です。

福井大学基金
（羽ばたけ基金）®

の 事 業 概 要

福井大学全体または学部への支援

※「①学生修学支援事業」「②学生・若手研究者研究支援事業」へのご寄附の場合のみ、
   「税額控除」の適用対象

お問い合わせ先

▶ 寄附手続きに関する詳細は、福井大学基金ホームページをご参照ください。 https://www.u-fukui.ac.jp/kikin
▶ ご不明な点等がございましたら、基金事務局までご連絡ください。

　　　　　　　  福井大学基金事務局     電　話　0776-27-9903（ダイヤルイン）　E-mail   kikin@ad.u-fukui.ac.jp
福井大学基金

※ご支援いただける事業をご選択ください。（複数選択可）
※③の学部指定，⑤～⑦及びS－①の事業へのご寄附については、その一部を大学全体として基金の目的達成に必要な事業に活用させていただきますので、ご了解ください。

特定基金特定基金 特定の部局やプロジェクトへの支援

周年事業周年事業 創立記念事業等への支援

　　工学部創立100周年記念事業及び工学系の教育・研究の応援
2024年に創立100周年を迎える工学部の記念事業並びに工学系の優れた人材の育成
と研究の推進に活用します。

S-①

6　教職大学院の応援
次世代の教育を担う連合教職大学院の院生の修学を支援します。

所得控除

7　附属学園の応援
教育学部附属学園の教育・研究の活性化を図ります。

所得控除

所得控除

税額控除
所得控除

　学生・若手研究者研究支援事業
学生又は不安定な雇用状態にある研究者の研究等を支援します。
公募型プロジェクトで自立した研究活動に要する費用の負担、論文刊行・学会等参加に要する費
用の負担、研究者としての能力・資質向上を目的とする研究者等との交流促進を支援します。

2 税額控除 所得控除

全学

　高度専門職業人育成・研究支援事業
グローバル社会で活躍できる優れた高度専門職業人育成のための修学支援、強みや地域
特性を踏まえたイノベーションの創出につながる研究活動を支援します。
優秀な学生等の授業料・入学料減免や奨学金支給、海外留学や外国人留学生の受入れの支援、課
外活動（サークル等）の支援、研究活動の支援、建物等を含む教育研究環境の整備を支援します。

3 所得控除

全学、各学部

※寄附先の学部等をご指定いただけます。

　学生修学支援事業
経済的な理由により修学が困難な学生の修学を支援します。
経済的な理由により修学が困難な学生に対する授業料・入学料減免、奨学金支給、海外留学支援、
その他学生の経済的負担の軽減を図る事業です。

1 税額控除 所得控除

全学

　グローバル化・地域振興支援事業
グローバル化対応や地域振興のための学生・教職員の活動を支援します。
外国人留学生受入れのための体制や環境整備、海外交流先拡大や海外での活動の支援、地域のグ
ローバル化対応の支援、地域社会や他大学等との連携活動の支援、その他地域振興のために大学
として行う事業です。

4 所得控除

全学

　附属病院の応援
患者さん一人ひとりに安全で質の高い医療を提供し、福井県内唯一の特定機能病院
として県民のご期待に応えます。
・患者さん中心の開かれた病院として、環境の整備やサービスを向上します。
・高度医療を推進し、臨床研究をはじめ、新しい医療の研究開発を推進します。
・広い視野を持った優れた医療人、とくに次世代を担う若手を育成します。

5 所得控除

寄付金控除額 寄付金合計＝ －2,000円

税額控除額 寄付金合計＝（ －2,000円）×  40％

税額控除額 寄付金合計＝（ －2,000円）×  （ 4％【県民税】＋ 6％【市町村民税】）

税制上の優遇措置等

ご厚志に対する謝意

「福井大学基金」へのご寄附は、税制上の優遇措置が受けられます。

税額控除

所得控除
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福井大学の若者を羽ばたかせてください

福井大学を羽ばたかせてください

きっと福井を羽ばたかせます
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U N I V E R S I T Y  O F  F U K U I  F U N D

支援してくださった皆様ありがとうございました。皆様
のおかげで学業に励むことができました。春からは夢を
叶えて福井県の教員として働きます。私は皆様に直接恩
返しすることは叶いませんが、将来を担う子どもたちが
希望を持って生きていけるように教育するという形で社
会に貢献したいと思います。本当にありがとうございま
した。	 （教育学部	中等教育コース４年　北川夏帆）

長引くコロナ禍であたたかく力強いご支援をしていただ
き、感謝しております。令和３年2月から病院での実習
が始まりました。病棟で実習することができるのは、皆
様からの心のこもったご寄附のおかげです。大変心強い
です。今後も誠意を持って学業に励むことが皆様へのご
恩返しと思い、頑張りたいと思います。

（医学部	医学科４年　匿名希望）

私はコロナウイルスの影響でアルバイト先が倒産してし
まい、金銭面でかなり厳しい状況でした。また、学部3
年ということで就職活動も本格化し、なかなかアルバイ
トを始めることができず支援金に本当に救われました。
おかげで勉学や就職活動を疎かにすることなく、やりく
りすることができました。重ねまして、この度は誠にあ
りがとうございました。

（工学部	物質生命化学科３年　田中大登）

アルバイトができない状況で収入が大きく落ち込み、毎
日不安でしたが、支援金のおかげで、授業を受けること
ができる状態になりました。本当に感謝しています。母
が病気のため感染防止のために1ヶ月間アルバイトがで
きない時もあり、支援金以外の収入がない時もあったた
め、支援金がなければ休学していた可能性もありました。
ご支援ありがとうございます。
	 （国際地域学部２年　桝井聖佳）

アルバイトの収入を生活費として充てていたため、新型
コロナウイルス感染症の拡大で経済的に困窮しておりま
した。一時期は大学院を辞めるという選択肢が頭によぎ
りましたが、長期間の奨学金のご支援のおかげもあり、
大学院を辞める選択をせずに学生生活を送ることができ、
無事に大学院を修了することができます。福井大学基金
でご支援いただいている皆様に心から感謝を申し上げま
す。本当にありがとうございました。

（工学研究科	繊維先端工学専攻２年　匿名希望）

○オリジナルグッズの
　  贈呈
　新規寄附者の方及びキャン
ペーン期間中にご寄附いただ
いた方にお送りします。

○「栄誉学友称号並びに感謝状贈呈式」並びに「感謝の集い」へご招待
　上記称号並びに感謝状贈呈の対象の方を、「贈呈式」並びに「感謝の集い」にご招待いたします。

○企業・団体の方へ
　上記の顕彰の他、ご希望により、企業・団体様のＨＰと福井大学基金ＨＰとを相互リンクさせ、
『福井大学応援企業』として、広くＰＲさせていただきます。
　また、称号贈呈の対象企業様については、『福井大学応援企業』として、福井大学広報誌や学内
でのポスター掲示、福井大学の就活学生の保護者向け冊子『保護者の皆様に』（毎年８月発行）等
でご紹介させていただきます。

○ご芳名の
　掲載
　福井大学の
ホームページ
（HP）や広報
誌でご芳名を
紹介させてい
ただきます。

○感謝状の贈呈
　個人：10万円以
上、法人：30万円
以上ご寄附いただい
た方、福井大学基
金へ継続してご寄
附いただいた方に、
感謝状を贈呈いた
します。

○称号の贈呈
　福井大学への寄附金額が累計で
100万円以上、500万円以上と
なった方に、「栄誉学友」・「特別栄
誉学友」、5,000万円、1億円以上、
以上となった方に「栄誉学賓」・「特
別栄誉学賓」の称号を贈呈させて
いただきます。また、称号贈呈者の
方のご芳名をご芳名板に刻み、末永
く顕彰させていただきます。

支援を受けた学生さんの声

ほか多数の学生さんから感謝のことばが届い
ております。
福井大学基金のホームページをご覧ください。



一般基金一般基金

福井大学基金は21世紀のグローバル社会において高度専門職業人として活躍できる
人材の育成・輩出・イノベーションの創出並びに地域の知の拠点として、地域社会の
持続的発展のために活用させていただきます。
格別のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●個人からのご寄附
所得控除の適用対象となります。

　 一般基金「①学生修学支援事業」「②学生・若手研究者研究支援事業」にご寄附いただいた場合のみ、 に加え
の適用対象となります。

　 確定申告の際に、いずれか一方の制度をご選択いただけます。

　１．所得税の優遇措置

▶ （所得税法第78条第2項第2号）

寄附された年の所得金額から控除を受けることができます。

所得金額に対して寄附金額が大きい場合、減税効果が大きくなります。

　　　　 寄附金控除額   ＝   寄附金合計   －2,000円

▶ （租税特別措置法施行令第26条の28の2第3項）

所得税額から直接寄附金額の一定割合が控除されます。

多くの場合、所得控除より大きな減税効果が見込まれます。

　　　　 税 額 控 除 額   ＝（  寄附金合計   －2,000円）× 40％

　２．個人住民税（県民税・市町村民税）の寄附金税額控除（地方自治体の条例） 
寄附された翌年の1月1日現在、福井県内にお住まいの方は、寄附された翌年の個人住民税から控除を受けることが
できます。

　　　　 税 額 控 除 額   ＝（  寄附金合計  －2,000円）×（４％【県民税】+６％【市町村民税】）

　３．相続税の優遇措置 （租税特別措置法第70条第１項） 
遺贈によるご寄附の場合、被相続者様の相続税からその金額が非課税となります。

●法人からのご寄附　（法人税法第37条第3項第2号）　　全額損金算入が可能です。

※控除の対象となる寄附金額は、総所得金額等の40％が上限です。

※控除の対象となる寄附金額は、総所得金額等の40％が
　上限となり、税額控除額は、所得税額の25％が上限となります。

※控除の対象となる寄附金額は、総所得金額等の30％が上限です。

福井大学基金
（羽ばたけ基金）®

の 事 業 概 要

福井大学全体または学部への支援

※「①学生修学支援事業」「②学生・若手研究者研究支援事業」へのご寄附の場合のみ、
   「税額控除」の適用対象

お問い合わせ先

▶ 寄附手続きに関する詳細は、福井大学基金ホームページをご参照ください。 https://www.u-fukui.ac.jp/kikin
▶ ご不明な点等がございましたら、基金事務局までご連絡ください。

　　　　　　　  福井大学基金事務局     電　話　0776-27-9903（ダイヤルイン）　E-mail   kikin@ad.u-fukui.ac.jp
福井大学基金

※ご支援いただける事業をご選択ください。（複数選択可）
※③の学部指定，⑤～⑦及びS－①の事業へのご寄附については、その一部を大学全体として基金の目的達成に必要な事業に活用させていただきますので、ご了解ください。

特定基金特定基金 特定の部局やプロジェクトへの支援

周年事業周年事業 創立記念事業等への支援

　　工学部創立100周年記念事業及び工学系の教育・研究の応援
2024年に創立100周年を迎える工学部の記念事業並びに工学系の優れた人材の育成
と研究の推進に活用します。

S-①

6　教職大学院の応援
次世代の教育を担う連合教職大学院の院生の修学を支援します。

所得控除

7　附属学園の応援
教育学部附属学園の教育・研究の活性化を図ります。

所得控除

所得控除

税額控除
所得控除

　学生・若手研究者研究支援事業
学生又は不安定な雇用状態にある研究者の研究等を支援します。
公募型プロジェクトで自立した研究活動に要する費用の負担、論文刊行・学会等参加に要する費
用の負担、研究者としての能力・資質向上を目的とする研究者等との交流促進を支援します。

2 税額控除 所得控除

全学

　高度専門職業人育成・研究支援事業
グローバル社会で活躍できる優れた高度専門職業人育成のための修学支援、強みや地域
特性を踏まえたイノベーションの創出につながる研究活動を支援します。
優秀な学生等の授業料・入学料減免や奨学金支給、海外留学や外国人留学生の受入れの支援、課
外活動（サークル等）の支援、研究活動の支援、建物等を含む教育研究環境の整備を支援します。

3 所得控除

全学、各学部

※寄附先の学部等をご指定いただけます。

　学生修学支援事業
経済的な理由により修学が困難な学生の修学を支援します。
経済的な理由により修学が困難な学生に対する授業料・入学料減免、奨学金支給、海外留学支援、
その他学生の経済的負担の軽減を図る事業です。

1 税額控除 所得控除

全学

　グローバル化・地域振興支援事業
グローバル化対応や地域振興のための学生・教職員の活動を支援します。
外国人留学生受入れのための体制や環境整備、海外交流先拡大や海外での活動の支援、地域のグ
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として県民のご期待に応えます。
・患者さん中心の開かれた病院として、環境の整備やサービスを向上します。
・高度医療を推進し、臨床研究をはじめ、新しい医療の研究開発を推進します。
・広い視野を持った優れた医療人、とくに次世代を担う若手を育成します。

5 所得控除

寄付金控除額 寄付金合計＝ －2,000円

税額控除額 寄付金合計＝（ －2,000円）×  40％

税額控除額 寄付金合計＝（ －2,000円）×  （ 4％【県民税】＋ 6％【市町村民税】）

税制上の優遇措置等

ご厚志に対する謝意

「福井大学基金」へのご寄附は、税制上の優遇措置が受けられます。
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を
ご
選
択
の
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で
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指
定
の
学
部
・
大
学
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が
あ
れ
ば
学
部
名
（
教
育・
医
学・
工
学・
国
際
）
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
ご
記
入
が
な
い
場
合
、

「
大
学
全
体
」
で
活
用
さ
せ
て
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た
だ
き
ま
す
。

今
回
ご
入
金
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た
だ
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い
。
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：
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ご
寄
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だ
け
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事
業
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□
に
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チ
ェ
ッ
ク
）
を
ご
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入
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だ
さ
い
。

複
数
事
業
へ
の
ご
寄
附
の
場
合
、
金
額
の
内
訳
を
空
欄
に
ご
記
入
願
い
ま
す
。

事
業
の
ご
指
定
が
な
い
場
合
、「
①
学
生
修
学
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援
」
に
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
誌
等
へ
の
ご
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名
の
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
、
匿
名
希
望
の
場

合
は
、「
□
 匿
名
希
望
」
の
□
に

✓（
チ
ェ
ッ
ク
）
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。継続的なご支援を

お願いいたします。

●総寄附件数
4,716件

●総寄附金額
345,275,603円

これまでに、ふるさと納税によるご寄附を含めた総額8,675万円を延べ1,684人の学生
さんへの支援と附属病院の環境改善に有効に活用させて頂いております。

活　用　事　業　名 活用実績（延人数・金額）
新型コロナウイルス感染症の影響によるアルバイト収入減学生への修学等奨学金 1,352 名 3,357 万円
新型コロナウイルス感染予防・拡大防止対策 ー 592 万円
予約型奨学金 6 名 180 万円
学生修学支援奨学金 100 名 1,000 万円
福井大学交換留学生等奨学金 27 名 319 万円
福井大学私費外国人留学生奨学金 1 名 20 万円
医学部及び大学院医学系研究科海外留学奨励金 8 名 40 万円
医学部基金学生支援奨学金 2 名 20 万円
医学部使途特定支援（課外活動等） ー 10 万円
工学部学生海外派遣支援金 12 名 161 万円
工学研究科博士後期課程私費外国人留学生修学支援奨学金 16 名 480 万円
連合教職開発研究科奨学金 160 名 1,915 万円
附属病院の環境改善 ー 581 万円

ふるさと納税によるご寄附
福井県のふるさと納税「県内大学の魅力向上応援」「新型コロナウイルス学生支援事業」を活用したご寄附も可能です。

「ふるさと福井応援サイト」ホームページをご覧ください。

１. 金融機関からのお振込によるご寄附
　　附属の専用の振込用紙をご利用ください。

「振込用紙記入上の注意」をご確認いただき、振込用紙に必要事項をご記入の上、福井銀行またはゆうちょ銀行にてお手続
き願います。その他の金融機関でのお手続きも可能です。
※専用の振込用紙以外でのお振込をご利用の場合は、基金事務局までご連絡下さい。
※継続的なご寄附をご希望の方には、ご指定の月に振込用紙をお送りいたします。

２. インターネットでのお手続きによるご寄附
インターネットでのお手続きでは以下のお取扱いが可能です。
　○クレジットカード決済　　○コンビニ決済　　○ Pay-Easy （インターネットバンキング）決済
福井大学基金ホームページの寄附申し込み画面（インターネットでのお申込）のお申込フォームよりお手続きください。
毎年、毎月の継続的なご寄附のお手続きも可能です。

３. 口座振替によるご寄附
継続的なご寄附（定期自動引き落とし）のお申し込みとなります。「寄附申込書」及び「預金口座振替依頼書」をお送りい
たしますので、基金事務局までご連絡ください。

４. 大学窓口でのご寄附（現金によるご寄附）
以下の窓口にて、現金のお持ち込みによるご寄附もお受けしております。 
・文京キャンパス　本部棟２階　基金事務局
・松岡キャンパス　福井大学附属病院　外来棟１階　患者総合支援センター

ご寄附のお手続き方法

お申込みは
こちらから→

近年、ご自身のゆく先を真剣に考えられ、築かれた財産の一部を、将来、遺贈の形で母校へ寄附することで、社会に貢献し、
未来に繋げたいとお考えの方が増えております。このため、福井大学では、銀行と提携し、「遺贈による寄附」制度を設けてお
りますので、本制度へのご理解とご活用について、よろしくお願い申し上げます。
福井大学にご遺贈いただいた財産は、原則として、相続税の対象となりません。

提携銀行　三井住友信託銀行株式会社　　株式会社福井銀行

遺贈によるご寄附

詳細は
こちらから→

■基金の活用状況■基金の受入状況

（令和 3 年 3 月 31 日現在）

寄附状況

読み終えた本・DVD 等をご提供いただき、その査定換金額を福井大学基
金に寄附する取組です。お電話または Web からお申込いただけます。

お問合せ・お申込み   古本募金きしゃぽん（運営：嵯峨野株式会社）

古本募金によるご寄附

0120-29-7000

梱包・
申込

５冊（点）から
送料無料

査定金額が
寄附金に

［寄附者］

査定・
換金

［提携業者］

寄附

［福井大学］

0120-29-7000

梱包・
申込

５冊（点）から
送料無料

査定金額が
寄附金に

［寄附者］

査定・
換金

［提携業者］

寄附

［福井大学］



一般基金一般基金

福井大学基金は21世紀のグローバル社会において高度専門職業人として活躍できる
人材の育成・輩出・イノベーションの創出並びに地域の知の拠点として、地域社会の
持続的発展のために活用させていただきます。
格別のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●個人からのご寄附
所得控除の適用対象となります。

　 一般基金「①学生修学支援事業」「②学生・若手研究者研究支援事業」にご寄附いただいた場合のみ、 に加え
の適用対象となります。

　 確定申告の際に、いずれか一方の制度をご選択いただけます。

　１．所得税の優遇措置

▶ （所得税法第78条第2項第2号）

寄附された年の所得金額から控除を受けることができます。

所得金額に対して寄附金額が大きい場合、減税効果が大きくなります。

　　　　 寄附金控除額   ＝   寄附金合計   －2,000円

▶ （租税特別措置法施行令第26条の28の2第3項）

所得税額から直接寄附金額の一定割合が控除されます。

多くの場合、所得控除より大きな減税効果が見込まれます。

　　　　 税 額 控 除 額   ＝（  寄附金合計   －2,000円）× 40％

　２．個人住民税（県民税・市町村民税）の寄附金税額控除（地方自治体の条例） 
寄附された翌年の1月1日現在、福井県内にお住まいの方は、寄附された翌年の個人住民税から控除を受けることが
できます。

　　　　 税 額 控 除 額   ＝（  寄附金合計  －2,000円）×（４％【県民税】+６％【市町村民税】）

　３．相続税の優遇措置 （租税特別措置法第70条第１項） 
遺贈によるご寄附の場合、被相続者様の相続税からその金額が非課税となります。

●法人からのご寄附　（法人税法第37条第3項第2号）　　全額損金算入が可能です。

※控除の対象となる寄附金額は、総所得金額等の40％が上限です。

※控除の対象となる寄附金額は、総所得金額等の40％が
　上限となり、税額控除額は、所得税額の25％が上限となります。

※控除の対象となる寄附金額は、総所得金額等の30％が上限です。

福井大学基金
（羽ばたけ基金）®

の 事 業 概 要

福井大学全体または学部への支援

※「①学生修学支援事業」「②学生・若手研究者研究支援事業」へのご寄附の場合のみ、
   「税額控除」の適用対象

お問い合わせ先

▶ 寄附手続きに関する詳細は、福井大学基金ホームページをご参照ください。 https://www.u-fukui.ac.jp/kikin
▶ ご不明な点等がございましたら、基金事務局までご連絡ください。

　　　　　　　  福井大学基金事務局     電　話　0776-27-9903（ダイヤルイン）　E-mail   kikin@ad.u-fukui.ac.jp
福井大学基金

※ご支援いただける事業をご選択ください。（複数選択可）
※③の学部指定，⑤～⑦及びS－①の事業へのご寄附については、その一部を大学全体として基金の目的達成に必要な事業に活用させていただきますので、ご了解ください。

特定基金特定基金 特定の部局やプロジェクトへの支援

周年事業周年事業 創立記念事業等への支援

　　工学部創立100周年記念事業及び工学系の教育・研究の応援
2024年に創立100周年を迎える工学部の記念事業並びに工学系の優れた人材の育成
と研究の推進に活用します。

S-①

6　教職大学院の応援
次世代の教育を担う連合教職大学院の院生の修学を支援します。

所得控除

7　附属学園の応援
教育学部附属学園の教育・研究の活性化を図ります。

所得控除

所得控除

税額控除
所得控除

　学生・若手研究者研究支援事業
学生又は不安定な雇用状態にある研究者の研究等を支援します。
公募型プロジェクトで自立した研究活動に要する費用の負担、論文刊行・学会等参加に要する費
用の負担、研究者としての能力・資質向上を目的とする研究者等との交流促進を支援します。

2 税額控除 所得控除

全学

　高度専門職業人育成・研究支援事業
グローバル社会で活躍できる優れた高度専門職業人育成のための修学支援、強みや地域
特性を踏まえたイノベーションの創出につながる研究活動を支援します。
優秀な学生等の授業料・入学料減免や奨学金支給、海外留学や外国人留学生の受入れの支援、課
外活動（サークル等）の支援、研究活動の支援、建物等を含む教育研究環境の整備を支援します。

3 所得控除

全学、各学部

※寄附先の学部等をご指定いただけます。

　学生修学支援事業
経済的な理由により修学が困難な学生の修学を支援します。
経済的な理由により修学が困難な学生に対する授業料・入学料減免、奨学金支給、海外留学支援、
その他学生の経済的負担の軽減を図る事業です。

1 税額控除 所得控除

全学

　グローバル化・地域振興支援事業
グローバル化対応や地域振興のための学生・教職員の活動を支援します。
外国人留学生受入れのための体制や環境整備、海外交流先拡大や海外での活動の支援、地域のグ
ローバル化対応の支援、地域社会や他大学等との連携活動の支援、その他地域振興のために大学
として行う事業です。

4 所得控除

全学

　附属病院の応援
患者さん一人ひとりに安全で質の高い医療を提供し、福井県内唯一の特定機能病院
として県民のご期待に応えます。
・患者さん中心の開かれた病院として、環境の整備やサービスを向上します。
・高度医療を推進し、臨床研究をはじめ、新しい医療の研究開発を推進します。
・広い視野を持った優れた医療人、とくに次世代を担う若手を育成します。

5 所得控除

寄付金控除額 寄付金合計＝ －2,000円

税額控除額 寄付金合計＝（ －2,000円）×  40％

税額控除額 寄付金合計＝（ －2,000円）×  （ 4％【県民税】＋ 6％【市町村民税】）

税制上の優遇措置等

ご厚志に対する謝意

「福井大学基金」へのご寄附は、税制上の優遇措置が受けられます。

税額控除
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切 り 取 ら な い で お 出 し く だ さ い 。

切 り 取 ら な い で お 出 し く だ さ い 。
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「
③
高
度
専
門
職
業
人
育
成
・
研
究
支
援
」
を
ご
選
択
の
場
合
で
、
ご
指
定
の
学
部
・
大
学
院

が
あ
れ
ば
学
部
名
（
教
育・
医
学・
工
学・
国
際
）
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
ご
記
入
が
な
い
場
合
、

「
大
学
全
体
」
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
ご
入
金
い
た
だ
く
ご
寄
附
の
金
額
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

（
例
：
30
00
円
の
場
合
）
手
数
料
は
大
学
が
負
担
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
附
い
た
だ
け
る
事
業
の
□
に

✓（
チ
ェ
ッ
ク
）
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

複
数
事
業
へ
の
ご
寄
附
の
場
合
、
金
額
の
内
訳
を
空
欄
に
ご
記
入
願
い
ま
す
。

事
業
の
ご
指
定
が
な
い
場
合
、「
①
学
生
修
学
支
援
」
に
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
誌
等
へ
の
ご
芳
名
の
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
、
匿
名
希
望
の
場

合
は
、「
□
 匿
名
希
望
」
の
□
に

✓（
チ
ェ
ッ
ク
）
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。継続的なご支援を

お願いいたします。

●総寄附件数
4,716件

●総寄附金額
345,275,603円

これまでに、ふるさと納税によるご寄附を含めた総額8,675万円を延べ1,684人の学生
さんへの支援と附属病院の環境改善に有効に活用させて頂いております。

活　用　事　業　名 活用実績（延人数・金額）
新型コロナウイルス感染症の影響によるアルバイト収入減学生への修学等奨学金 1,352 名 3,357 万円
新型コロナウイルス感染予防・拡大防止対策 ー 592 万円
予約型奨学金 6 名 180 万円
学生修学支援奨学金 100 名 1,000 万円
福井大学交換留学生等奨学金 27 名 319 万円
福井大学私費外国人留学生奨学金 1 名 20 万円
医学部及び大学院医学系研究科海外留学奨励金 8 名 40 万円
医学部基金学生支援奨学金 2 名 20 万円
医学部使途特定支援（課外活動等） ー 10 万円
工学部学生海外派遣支援金 12 名 161 万円
工学研究科博士後期課程私費外国人留学生修学支援奨学金 16 名 480 万円
連合教職開発研究科奨学金 160 名 1,915 万円
附属病院の環境改善 ー 581 万円

ふるさと納税によるご寄附
福井県のふるさと納税「県内大学の魅力向上応援」「新型コロナウイルス学生支援事業」を活用したご寄附も可能です。

「ふるさと福井応援サイト」ホームページをご覧ください。

１. 金融機関からのお振込によるご寄附
　　附属の専用の振込用紙をご利用ください。

「振込用紙記入上の注意」をご確認いただき、振込用紙に必要事項をご記入の上、福井銀行またはゆうちょ銀行にてお手続
き願います。その他の金融機関でのお手続きも可能です。
※専用の振込用紙以外でのお振込をご利用の場合は、基金事務局までご連絡下さい。
※継続的なご寄附をご希望の方には、ご指定の月に振込用紙をお送りいたします。

２. インターネットでのお手続きによるご寄附
インターネットでのお手続きでは以下のお取扱いが可能です。
　○クレジットカード決済　　○コンビニ決済　　○ Pay-Easy （インターネットバンキング）決済
福井大学基金ホームページの寄附申し込み画面（インターネットでのお申込）のお申込フォームよりお手続きください。
毎年、毎月の継続的なご寄附のお手続きも可能です。

３. 口座振替によるご寄附
継続的なご寄附（定期自動引き落とし）のお申し込みとなります。「寄附申込書」及び「預金口座振替依頼書」をお送りい
たしますので、基金事務局までご連絡ください。

４. 大学窓口でのご寄附（現金によるご寄附）
以下の窓口にて、現金のお持ち込みによるご寄附もお受けしております。 
・文京キャンパス　本部棟２階　基金事務局
・松岡キャンパス　福井大学附属病院　外来棟１階　患者総合支援センター

ご寄附のお手続き方法

お申込みは
こちらから→

近年、ご自身のゆく先を真剣に考えられ、築かれた財産の一部を、将来、遺贈の形で母校へ寄附することで、社会に貢献し、
未来に繋げたいとお考えの方が増えております。このため、福井大学では、銀行と提携し、「遺贈による寄附」制度を設けてお
りますので、本制度へのご理解とご活用について、よろしくお願い申し上げます。
福井大学にご遺贈いただいた財産は、原則として、相続税の対象となりません。

提携銀行　三井住友信託銀行株式会社　　株式会社福井銀行

遺贈によるご寄附

詳細は
こちらから→

■基金の活用状況■基金の受入状況

（令和 3 年 3 月 31 日現在）

寄附状況

読み終えた本・DVD 等をご提供いただき、その査定換金額を福井大学基
金に寄附する取組です。お電話または Web からお申込いただけます。

お問合せ・お申込み   古本募金きしゃぽん（運営：嵯峨野株式会社）

古本募金によるご寄附

0120-29-7000

梱包・
申込

５冊（点）から
送料無料

査定金額が
寄附金に

［寄附者］

査定・
換金

［提携業者］

寄附

［福井大学］

0120-29-7000

梱包・
申込

５冊（点）から
送料無料

査定金額が
寄附金に

［寄附者］

査定・
換金

［提携業者］

寄附

［福井大学］



一般基金一般基金

福井大学基金は21世紀のグローバル社会において高度専門職業人として活躍できる
人材の育成・輩出・イノベーションの創出並びに地域の知の拠点として、地域社会の
持続的発展のために活用させていただきます。
格別のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●個人からのご寄附
所得控除の適用対象となります。

　 一般基金「①学生修学支援事業」「②学生・若手研究者研究支援事業」にご寄附いただいた場合のみ、 に加え
の適用対象となります。

　 確定申告の際に、いずれか一方の制度をご選択いただけます。

　１．所得税の優遇措置

▶ （所得税法第78条第2項第2号）

寄附された年の所得金額から控除を受けることができます。

所得金額に対して寄附金額が大きい場合、減税効果が大きくなります。

　　　　 寄附金控除額   ＝   寄附金合計   －2,000円

▶ （租税特別措置法施行令第26条の28の2第3項）

所得税額から直接寄附金額の一定割合が控除されます。

多くの場合、所得控除より大きな減税効果が見込まれます。

　　　　 税 額 控 除 額   ＝（  寄附金合計   －2,000円）× 40％

　２．個人住民税（県民税・市町村民税）の寄附金税額控除（地方自治体の条例） 
寄附された翌年の1月1日現在、福井県内にお住まいの方は、寄附された翌年の個人住民税から控除を受けることが
できます。

　　　　 税 額 控 除 額   ＝（  寄附金合計  －2,000円）×（４％【県民税】+６％【市町村民税】）

　３．相続税の優遇措置 （租税特別措置法第70条第１項） 
遺贈によるご寄附の場合、被相続者様の相続税からその金額が非課税となります。

●法人からのご寄附　（法人税法第37条第3項第2号）　　全額損金算入が可能です。

※控除の対象となる寄附金額は、総所得金額等の40％が上限です。

※控除の対象となる寄附金額は、総所得金額等の40％が
　上限となり、税額控除額は、所得税額の25％が上限となります。

※控除の対象となる寄附金額は、総所得金額等の30％が上限です。

福井大学基金
（羽ばたけ基金）®

の 事 業 概 要

福井大学全体または学部への支援

※「①学生修学支援事業」「②学生・若手研究者研究支援事業」へのご寄附の場合のみ、
   「税額控除」の適用対象

お問い合わせ先

▶ 寄附手続きに関する詳細は、福井大学基金ホームページをご参照ください。 https://www.u-fukui.ac.jp/kikin
▶ ご不明な点等がございましたら、基金事務局までご連絡ください。

　　　　　　　  福井大学基金事務局     電　話　0776-27-9903（ダイヤルイン）　E-mail   kikin@ad.u-fukui.ac.jp
福井大学基金

※ご支援いただける事業をご選択ください。（複数選択可）
※③の学部指定，⑤～⑦及びS－①の事業へのご寄附については、その一部を大学全体として基金の目的達成に必要な事業に活用させていただきますので、ご了解ください。

特定基金特定基金 特定の部局やプロジェクトへの支援

周年事業周年事業 創立記念事業等への支援

　　工学部創立100周年記念事業及び工学系の教育・研究の応援
2024年に創立100周年を迎える工学部の記念事業並びに工学系の優れた人材の育成
と研究の推進に活用します。

S-①

6　教職大学院の応援
次世代の教育を担う連合教職大学院の院生の修学を支援します。

所得控除

7　附属学園の応援
教育学部附属学園の教育・研究の活性化を図ります。

所得控除

所得控除

税額控除
所得控除

　学生・若手研究者研究支援事業
学生又は不安定な雇用状態にある研究者の研究等を支援します。
公募型プロジェクトで自立した研究活動に要する費用の負担、論文刊行・学会等参加に要する費
用の負担、研究者としての能力・資質向上を目的とする研究者等との交流促進を支援します。

2 税額控除 所得控除

全学

　高度専門職業人育成・研究支援事業
グローバル社会で活躍できる優れた高度専門職業人育成のための修学支援、強みや地域
特性を踏まえたイノベーションの創出につながる研究活動を支援します。
優秀な学生等の授業料・入学料減免や奨学金支給、海外留学や外国人留学生の受入れの支援、課
外活動（サークル等）の支援、研究活動の支援、建物等を含む教育研究環境の整備を支援します。

3 所得控除

全学、各学部

※寄附先の学部等をご指定いただけます。

　学生修学支援事業
経済的な理由により修学が困難な学生の修学を支援します。
経済的な理由により修学が困難な学生に対する授業料・入学料減免、奨学金支給、海外留学支援、
その他学生の経済的負担の軽減を図る事業です。

1 税額控除 所得控除

全学

　グローバル化・地域振興支援事業
グローバル化対応や地域振興のための学生・教職員の活動を支援します。
外国人留学生受入れのための体制や環境整備、海外交流先拡大や海外での活動の支援、地域のグ
ローバル化対応の支援、地域社会や他大学等との連携活動の支援、その他地域振興のために大学
として行う事業です。

4 所得控除

全学

　附属病院の応援
患者さん一人ひとりに安全で質の高い医療を提供し、福井県内唯一の特定機能病院
として県民のご期待に応えます。
・患者さん中心の開かれた病院として、環境の整備やサービスを向上します。
・高度医療を推進し、臨床研究をはじめ、新しい医療の研究開発を推進します。
・広い視野を持った優れた医療人、とくに次世代を担う若手を育成します。

5 所得控除

寄付金控除額 寄付金合計＝ －2,000円

税額控除額 寄付金合計＝（ －2,000円）×  40％

税額控除額 寄付金合計＝（ －2,000円）×  （ 4％【県民税】＋ 6％【市町村民税】）

税制上の優遇措置等

ご厚志に対する謝意

「福井大学基金」へのご寄附は、税制上の優遇措置が受けられます。

税額控除

所得控除

（
ご
注
意
）
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福井大学の若者を羽ばたかせてください

福井大学を羽ばたかせてください

きっと福井を羽ばたかせます

福井大学の若者を羽ばたかせてください

福井大学を羽ばたかせてください

きっと福井を羽ばたかせます

U N I V E R S I T Y  O F  F U K U I  F U N D

支援してくださった皆様ありがとうございました。皆様
のおかげで学業に励むことができました。春からは夢を
叶えて福井県の教員として働きます。私は皆様に直接恩
返しすることは叶いませんが、将来を担う子どもたちが
希望を持って生きていけるように教育するという形で社
会に貢献したいと思います。本当にありがとうございま
した。	 （教育学部	中等教育コース４年　北川夏帆）

長引くコロナ禍であたたかく力強いご支援をしていただ
き、感謝しております。令和３年2月から病院での実習
が始まりました。病棟で実習することができるのは、皆
様からの心のこもったご寄附のおかげです。大変心強い
です。今後も誠意を持って学業に励むことが皆様へのご
恩返しと思い、頑張りたいと思います。

（医学部	医学科４年　匿名希望）

私はコロナウイルスの影響でアルバイト先が倒産してし
まい、金銭面でかなり厳しい状況でした。また、学部3
年ということで就職活動も本格化し、なかなかアルバイ
トを始めることができず支援金に本当に救われました。
おかげで勉学や就職活動を疎かにすることなく、やりく
りすることができました。重ねまして、この度は誠にあ
りがとうございました。

（工学部	物質生命化学科３年　田中大登）

アルバイトができない状況で収入が大きく落ち込み、毎
日不安でしたが、支援金のおかげで、授業を受けること
ができる状態になりました。本当に感謝しています。母
が病気のため感染防止のために1ヶ月間アルバイトがで
きない時もあり、支援金以外の収入がない時もあったた
め、支援金がなければ休学していた可能性もありました。
ご支援ありがとうございます。
	 （国際地域学部２年　桝井聖佳）

アルバイトの収入を生活費として充てていたため、新型
コロナウイルス感染症の拡大で経済的に困窮しておりま
した。一時期は大学院を辞めるという選択肢が頭によぎ
りましたが、長期間の奨学金のご支援のおかげもあり、
大学院を辞める選択をせずに学生生活を送ることができ、
無事に大学院を修了することができます。福井大学基金
でご支援いただいている皆様に心から感謝を申し上げま
す。本当にありがとうございました。

（工学研究科	繊維先端工学専攻２年　匿名希望）

○オリジナルグッズの
　  贈呈
　新規寄附者の方及びキャン
ペーン期間中にご寄附いただ
いた方にお送りします。

○「栄誉学友称号並びに感謝状贈呈式」並びに「感謝の集い」へご招待
　上記称号並びに感謝状贈呈の対象の方を、「贈呈式」並びに「感謝の集い」にご招待いたします。

○企業・団体の方へ
　上記の顕彰の他、ご希望により、企業・団体様のＨＰと福井大学基金ＨＰとを相互リンクさせ、
『福井大学応援企業』として、広くＰＲさせていただきます。
　また、称号贈呈の対象企業様については、『福井大学応援企業』として、福井大学広報誌や学内
でのポスター掲示、福井大学の就活学生の保護者向け冊子『保護者の皆様に』（毎年８月発行）等
でご紹介させていただきます。

○ご芳名の
　掲載
　福井大学の
ホームページ
（HP）や広報
誌でご芳名を
紹介させてい
ただきます。

○感謝状の贈呈
　個人：10万円以
上、法人：30万円
以上ご寄附いただい
た方、福井大学基
金へ継続してご寄
附いただいた方に、
感謝状を贈呈いた
します。

○称号の贈呈
　福井大学への寄附金額が累計で
100万円以上、500万円以上と
なった方に、「栄誉学友」・「特別栄
誉学友」、5,000万円、1億円以上、
以上となった方に「栄誉学賓」・「特
別栄誉学賓」の称号を贈呈させて
いただきます。また、称号贈呈者の
方のご芳名をご芳名板に刻み、末永
く顕彰させていただきます。

支援を受けた学生さんの声

ほか多数の学生さんから感謝のことばが届い
ております。
福井大学基金のホームページをご覧ください。


